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c-①RPV

c-②’SE発生 

c-③MCCI発生 

ペデスタル：0cm 浸食 

側壁：約 460～約 200℃ 

底面：約 450～約 150℃ 

c-②圧力スパイク発生

コリウムシールド

デブリ 

c-④MCCI停止

評価項目 結果 ヒアリング

RPV保持 ○ 実施

デブリ保持 ○ 実施
露出デブリの影響 ○ 4/14

熱応力影響 評価中 未

ｺﾘｳﾑｼｰﾙﾄﾞの役割 

浸食防止、壁・床の温度低減 

（事前水張りなしでも浸食 0cm） 

評価項目 結果 ヒアリング
水位ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

(shallowﾌﾟｰﾙでの現象） ○ 4/14

RPV保持 ○（1m水張に包絡） 実施

デブリ保持 ○（1m水張に包絡） 実施

ｼｰﾙﾄﾞ健全性 ○（1m水張に包絡） 4/14

評価条件：保守側条件（保守的ケース）

（MCCI 事象の不確かさを考慮） 

コリウムシールドに期待 

※SE後の影響を考慮した MCCI 評価は添付資料に記載。 

＜事前注水をせずペデスタル水位を極力低く運用＞ 


